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私 の スケ ッチ ・ブ ック(10)

自転車人気質

国立民族学博物館助教授

森　 明 子

口 自転 車 人 気

　 自転車 が はや って い る。 ス ポー ツ用 品

店 の 自転 車売 り場 の面積 は増 えた し、 自

転 車 専 門 店 は お し ゃれ の 最 先 端 をい く。

近 頃で は、商 店街 の景 品 な どに折 りた た

み 自転 車 が選 ばれ る ほ どで あ る。

　 折 りたたみ 自転車 が流 行 の最 先端 をい

くよ うにな ったの は、 ここ1、2年 の こ

とで あ る。 ただ し、 この流行 を ささえ る

年 齢層 は比 較 的高 い。 とい うの も、折 り

たた み 自転 車 は、 自動車 や電 車 で移動 し

た先 で組 み立 てて楽 しむ もので 、 自転 車

を遊 び感覚 で とらえ、そ れ な りの投 資 を

す る余 裕の あ る人 々が支持 層 となるか ら

だ。 さ ま ざ ま なパ ー ツや ア ク セサ リー 、

ウェ ア類 をそ ろえ て、遊 びの レベ ル を グ

レー ドア ップす る楽 しみ もあ る。

　 この 自転 車 人気 は、 健 康 、 お しゃれ 、

環 境 にや さ しい こ と、 手 軽 で あ る こ と

等 々の現 代 人の ニー ズ と連 動 して い る。

　現 代 人の遊 び の一方 の極 に、テ クノロ

ジーの追 求が あ る とす れ ば、他 方 の極 に

身 体 、 自然 、 皮 膚 感 覚 へ の 追 求 が あ り、

自転 車 は後者 に あた る といえ よ う。 つ ま

り、 自転車 はオ トナの 遊 び心 を もって楽

しむ対 象 であ る。 オ トナの 一 人 と して こ

の流行 を迎 えた私 は、 この 流行 に期 待 し

たい と思 うこ ともで きた。

□ 自転 車 は 自 由

　 ベ ル リ ンの友 人 は、 ほ とん ど毎 日自転

車 で通 勤 して いる。 自転車 で な けれ ば地

下鉄 を使 う ところで 、地 下鉄 の年 間切 符

も買 って いるの だが 、そ れ を使 う よ りも

自転 車 で行 くこ とを好 む。 た しか に緑が

多 く、起 伏 は少 な く、 自転 車 のた めの道

路整 備 も整 って い るベ ル リンで、 自転車

に乗 るの は快 適 で あ る。 「地 下 鉄 で行 く

の は仕事 だ 、 自転 車 は 自由だ」 とい う友

人 の言葉 は 、な かなか 味が あ る と思 った。

　 通 勤時 間 は、家庭 と職場 の どち らに も

属 さな い過程 で ある。 サ ラ リーマ ンに と

っ て、 この時 間 は二 つ の世 界の境 界領 域

で あ り、 ラ ッ シ ュ ア ワ ー は さ しず め
みそぎ

「禊」 の よ うな もの だ 、 とい う考 え方 で

あ る。 た しか に、通 勤 とい うどっ ちつか

ず の 時間 、列車 にあわせ て ゆれ る人 の動

きに身体 を まかせ る時 間 は、一種 表現 の
　 　 　 　 　 あいまい

しに くい 、曖 昧 な感 覚 を 内包 して い る。

とは い って も、バ スや電 車 を乗 り継 ぐた

め に、階段 を上 った り下 った り、押 され

た り踏 ま れ た りを繰 り返 す 通 勤 時 間 は、

私 た ちの 身体 に も精 神 に も、 か な りの 負

荷 を与 え る。会社 か ら もらう給 料 に通勤

時 間 は計算 されてい な いが、働 く者 に と
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って通勤 時 間 も仕 事 の 内、 とい う意識 が

少 なか らず あ る ように思 う。

　 前 述 した ベ ル リン在 住 の友 人 の通勤 時

間 は、地 下鉄 に して も自転 車 に して も約

40分 で あ る。そ の40分 を、 地 下鉄 は仕 事

にす るが 、 自転車 は 自由 にす る、 と彼 女

は表 現 した ので あ る。 通勤 が 「禊」 の時

間で あ る こ とは 、 日本 人 に とって も ドイ

ツ人 に とっ て も同 じだが 、苦行 よ りは 自

由の ほ うが よほ どよい。

　 もち ろ ん 、 首 都 圏 の サ ラ リー マ ンが 、

小 旅行 ほ どもあ ろ うか とい う距 離 を、毎

日自転 車 で通勤 す る とい うの は実 際的 で

ない。 ここで注 目したい のは 「自転 車 は

自由 だ」 とい い きれ る都市 の環 境 であ る。

とい うの も、東 京 や大 阪で 「自転車 は 自

由だ」 と私 は即 答 で きな いか らで あ る。

□ 自転 車 専 用 路

　 ヨー ロ ッパ の大都 市 は、 日本 の都 市 と

は違 って 、 こぢん ま りとま とまっ てい て、

しか も、交 通 シス テ ムが合理 的 にで きて

いる。 都市 を歩 くの は楽 しい し、地 下鉄

や市 電 も整 ってい る。 だか ら私 は、都 市

で 自転 車 に乗 るな ど とい う ことは当 初考

え も しなか った。 しか し、 ふ と思 い 立 っ

て 、 自転 車 を手 に入 れ た。 バ スや地下 鉄

で は見 え ない ものが 、 自転車 か ら見 え る

か も しれ ない と思 った か らであ る。

　 た しか に見 えた。 街 区の個 性 が しだい

にかわ って い くさま、川 や橋 の存 在 、道

路 の起伏 や空 気 の にお いは、 歩 いて いて

感 じるに は大 きす ぎ、乗 物 に乗 って感 じ

取 る には小 さす ぎる。 自転 車 で風 を切 っ

て走 った り、 と きに止 ま った りしなが ら、

感 じとる こ とが で きる もの だ った。

　 　 　 　 　 　ベ ル リ ンの集 合 住 宅 の裏 庭

　自転車を立てて保管することでスペースを節約 し、しか
も他の自転車 と接触 しないで1台 ずつ取 り出すことができ

る、向こう側に、 ゴミを分別収集する容器が並ぶ。ちなみ

に、正面 に見えるいWEISS　GLASは 白ガラスの意味。

1図

　 しか し、 自転 車 に乗 って 見 えて きた も

の は他 に もあ った 。 日本 とは異 な る都 市

の道 路 の あ り方 で あ る 。 ベ ル リ ンで は 、

自転車 の通 る路 は、 自動 車 の通 る領域 と

も、歩 行者 が通 る領 域 とも明確 に区 別 さ

れて いる。 歩道 の一 部が 自転 車用 にあて

られ てい る場 合 もあ る し、車 道 の一部 が

あて られ てい る場合 もあ るが 、 いず れ に

して も、 自転 車 路 を、 自動車 も歩 行者 も

侵 す こ とが な い よ う に工 夫 され て い る 。

歩 道の 一部 にあ っ た 自転 車路 が 、途 中か

ら車 道へ と移 行 す る場 合 な ど、 その指 示

は路 面 に明確 にな され てい る。

　 さらに 、 自動車 を運 転 す る者 は、 自転

車走 行者 に十 分 注意 して運転 す る こ とが

義務 付 け られて い る。最 初、 私 は道路 を

走 る こ とに不 安 を感 じたが、 その気 持 は

す ぐに解 消 され た。 私 の感 じた不 安 は、

自転 車 に配慮 しない 日本 の ドライバ ー に

慣 れて いた ため であ っ た。

　歩 行者 が 自転車 専用 路 を歩 くこ とも許

され ない。歩 行者 と して の私 は、 この き

ま りに慣 れ るの に しば ら く時 間が かか っ
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た。歩 道 のマ ー クに注意 を払 い、 自転車

走 行者 に配 慮す る習慣 が なか っ たため で

ある。 私 と同様 、多 くの 日本 人が この ル

ール に無頓 着、 あ るい は無 知 であ る。 日

本 人観光 客 の 多い ウ ィー ンで は、 自転車

専 用路 をふ さい で平然 と して い る 日本 人

に顔 を しか め る人の姿 を しば しば 目にす

る。歩行 者 に は歩 行者 の専 用領 域 があ る。

自転 車路 を歩 い てい け ないの は、 自動車

道 路 を歩 い て い け ない の と同 じ理 屈 で 、

考 えて みれ ば当然 の こ とで あ った。

　 ベ ル リンでは 、 自転 車専 用 の信号 機 も

多 く見 た。 自転 車 専用 路が 整 って い る交

差点 の ほ とん どに、 そな えて ある。 自動

車専 用 の信号 と も、歩 行者専 用 の信号 と

も違 って、細 身の スマ ー トな信 号が 、 自

転 車専 用 路 を走 る運転者 の視 線 に あわせ

て設 置 され てい る。 その信号 が か わる タ

イ ミングは、 自動車 用 の信号 と も、歩 行

者 用 の 信号 と も、微 妙 に か え て あ っ て 、

自転車 が 交差 点 を渡 るス ピー ドに合 って

い る。私 は、 こ うい う信 号 をつ くる都 市

の心意 気 に、喝 采 したい気持 にな った。

　 ベ ル リ ンは よ く整 備 され た都市 で あ る

が、程 度 の 多少 は あ って も、道路 交通 の

基 本 的 な考 え方 は 、多 くの ヨー ロ ッパ の

都 市 に確立 してい る よ うに見 える。

　 ウ ィー ンで も自転 車 に乗 っ て み た が 、

道 路 を走 る 自転 車へ の配 慮 はベ ル リ ンと

同様 だっ た。 ウ ィー ンで 印 象 に残 ってい

るの は、 自動車 よ り自転 車 に優 越権 を与

えた1本 の道で あ る。市 電が 通 る主道 と

平 行 に走 る この 道 は、道 幅か らいえ ば主

道 と同 じだけあ るが 、道 の両 側 に カス タ

ーニエ の並 木が続 い てい る
。 交差 点の い
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　 図2　 自転 車専 用 の道 路 と信 号 機
　自転車専用 スペースが白線で確保されてい

る。車道の上方にある自動車用信号 に比べて、

自転車用信号はひとまわり小 さい。 ドイツでは

車は右側通行り

くつか に 自動 車 の進行 を さえ ぎるポー ル

が立 て られ てい て、 この道 路 に入 る 自動

車 は、 ポー ル とポー ルの 間で 出入 りしな

け れば な らない。 しか も、通行 に際 して

は 、 自転 車 を優先 す る こ とが義 務付 け ら

れ てい る。暑 い夏 、 日陰 の多 い この道 を

自転 車 で走 るの は、快 適 だ った。

口 無 秩 序 の 秩 序?

　 この よ うに 自転 車交 通 の市 民権 が確 立

してい る こ とは 、 自転 車交 通の 規則 も確

立 して いて 、そ の規 則 が意識 的 に守 られ 、

違反 を許 さない社 会常 識が確 立 してい る

こと を意 味す る。 た とえ ば、一 方通行 路

は、 自動車 に対 して だけで な く、 自転 車

に対 して も適 用 され、 それ を侵 す こ とは

許 され ない。 自転車 が 、同 じ車線 で対 向

車 とす れ違 う ことは ない。 自転車 マ ナー

は、 自転車 交 通の設 備 と一体 で あ る。

　 これ に比 べ て、 日本 の町 を走 って い る



自転 車 は ど うか 。道 路 も整 って い ないか

ら乗 り手 も気 の毒 だが 、道路 に市 民権 を

もた ない 自転 車 は、 道路 交通 の規則 の対

象外 におか れて 、無 法者 の ご と きふ る ま

い を黙認 されて い る。結 局、 しわ寄せ は

歩行 者 に きてい るの だが 、そ の歩 行者 が

自転 車 に乗 る と きは、 同様 の ふ る まい を

してい るわ けで 、 日本 の道 路 で は、行 動

で も意識 の レベ ルで も、歩 行者 と 自転 車

の 区別が つ いて い ない。 た とえ ば 自転 車

走行 者 には 、左 側 通行 とか、 一方 通行 と

か い う規則 が 適用 され ない。歩 行者 と同

様 に、歩 道 を好 きな方 向 に走 る。 その結

果、早 く、衝 撃 に も強い 自転車 の ほ うが、

歩 道 にお け る優 越 を握 ってい る。

　 一 家 をか まえ た良識 あ る社会 人 と見 え

る人 が、狭 い歩道 をベ ル を鳴 らしなが ら

走 り抜 ける。 前方 か らも後 方 か ら もや っ

て くる。 道 を譲 るの は必ず 歩行 者 で、車

道 に出 る こ とさえ もあ る。 自転 車運 転 の

技 術 が不足 してい る 人 も少 な くない。

　 なぜ 、 こんな こ とにな って しまった の

だ ろ うか 。佐 野祐 二氏 による と、 それ は

大 阪 府 警 の 決 断 に端 を発 す る ら し い 。

「昭和40年 代 の 終 わ り頃 、大 阪 府 警 は緊

急 措 置 と して 、歩 道 の あ る と こ ろで は、

自転車 は歩 道 を走 っ て もよい とい う決 断

を した」 とい う。 当時 の車 道 で、 トラ ッ

クや 自動車 と 自転車 間 に交 通事 故が 多発

し、 か な らず 自転 車 側 が死 傷 して い た 。

これ を回避 す る ため に、 自転車 に歩 道 を

走 らせ た のだ とい う。 自転 車 と歩行 者 の

接 触事 故 も想定 され たが、 そ のほ うが は

るか に軽 い、 と判 断 した とい う。道 路交

通 法 も 「自転車 お よび歩 行 者専 用」 の標

識が あ る ところ では、 自転 車 は歩道 を通

って もよい と改正 された。 そ の後 、 なん

の処 置 も講 じられず に30年 近 くた った道

路で は 、歩 道 を自転 車 が走 り抜 け てい く

状 況 が で きあ が って しまった。

　 これ は や は りお か しい 、 と私 は 思 う。

私の住 んでい る町 の よ うな状 況 が 、 日本

全国 共通 とは思い た くな いが、 この人 た

ち は、 自転 車 を楽 しんで いるの だ ろ うか。

　 自転 車 で町 を走 る楽 しみ を私 は最 近 に

な って知 った 。そ れ は歩 いた り乗 り物 に

乗 った りした 時 とは違 う、 町の姿 や 空気

を発 見す る こ とだった 。 だが、歩 行 者 の

不 快 な視線 を背 中に感 じなが ら曖昧 な気

持 をや りす ご して走 るので は、 町の 空気

を 「自由」 に感 じとるこ とはで きない。

　 ヨー ロ ッパ の都市 は、 日本 の都 市 に比

べ る と計画 的 であ る。 しか し、一 見 無秩

序 に、計画 性が 低 い よ うに見 えて も、 日

本 の都 市 には高 い レベ ルの安 全 と秩序 が

保 た れて いて 、 この こ とは 日本 の魅力 と

い って も よい。 しか し、 自転 車 に関 して

は、留 保 しな けれ ばな らない。

　 私 としては 、 このた びの 自転車 の流 行

が 、お しゃ れ な 自転 車 人 口 を増 加 させ 、

それ に よって 自転 車 人 のスマ ー トなモ ラ

ル を発 達 させ る こ とを期 待 した い。 そ う

い うモ ラル も含 み込 ん だ フ ァッシ ョンが

展 開す れ ばい い。 そ うい うお しゃれ な遊

び心が 、や が で 快適 で安 全 な都市 の道 路

政 策 につ なが って いけ ば、 なん と痛快 な

こ とでは ない か。
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